






























































































































































































公助」という 4 つの助が協働する必要があるとされている。 
 







































































































図 3 困っている人がいたら助けようと思うかに対する答え 
出典：平成 28 年版 厚生労働白書「人口高齢化を乗り越える社会モデルを考える」,第 2 章






































図 4 実施したいと思う支え合い活動と有効と思う施策 
出典：平成 28 年版 厚生労働白書「人口高齢化を乗り越える社会モデルを考える」,第 2 章











































































図 5 互助行為の分類 















































 ユイ モヤイ テツダイ 






















































































































期間として 2019 年 11 月 11 日～2019 年 11 月 17 日にインタビュー調査を行い、2019 年



























の概要は以下の表 3 の通りである。 
 







  A 氏 B 氏 C 氏 
性別/年齢 男性/50 代後半 女性/50 代前半 男性/70 代後半 







（約 25 年） 
幼児洗礼 
































約 1 時間 約 1 時間 約 1 時間 
インタビュー時間  
（２回目） 













① KJ 法による A 氏の分析 
 逐語録から分析を行った結果、7 個のグループと 20 個のサブカテゴリー（グループ化で
きなかったものもサブカテゴリーとする）が形成された（表 4）。 
 












































































































































































僕が 30 手前ぐらいの時は、その人たちが完全にマンパワーを発揮しててんな。 
実際あの人らが、回してだけど世代がもう変わってきてる。 























































































































































































































































































図 7 A 氏のこれまでの活動と価値観の変容（カテゴリー表に基づく関係図） 
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 現在 50 代前半で、幼児洗礼であるため信仰歴は年齢と同じであるが、教会員として教会内





①  KJ 法による B 氏の分析 
 逐語録から分析を行った結果、5 個のグループと 17 個のサブカテゴリーが形成された（表
５）。 
 

































































































































































































































































































































































































































































































































































①  KJ 法による C 氏の分析 
 逐語録から分析を行った結果、6 個のグループと 27 個のサブカテゴリーが形成された
（表 6）。 
 
























































































































































































































































































































































































うちはベトナムの子達しかいないんだけど、ベトナムは 10 分の 1 がカトリックなんや
ね。 










































































































































































































































































































































③ C 氏における互助と助縁の位置づけ 
C 氏は、いのち平和環境会という教会外との対外的な活動を行う部会に属していた。その対













































 第 2 章にて、「教会内において慣行されている互助と教会外の第三者に対する互助行為に
は、助縁という関係性を促進する要因があると考えられる」ということを仮説としていたが、

























の３つの縁とし（第 2 章 2 節）、地縁が希薄化している現代社会においては、血縁や地縁に
囚われない広く一般市民への第三者との関係性として助縁という関係が重要であることを







































のようなプロセスをたどり生まれたのかということを図化したものが下の図 10 である。 
  
 



















































































































































































































命・役割について』 医療福祉研究 第４号  
・川口一美（2018）『住民の弱い紐帯を生かした地域づくりー地域の社会資源を活用する方
法をめぐってー』 聖徳大学生涯学習研究所紀要 



















・田中博晃（2010）『KJ 法入門：質的データ分析として KJ 法を行う前に』外国語教育メデ
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ィア学会（LET）関西支部メソドロジー研究部会 2010 年度報告論集 
・田所聖志（2018）『地域包括ケアにおける「互助」概念と贈与のパラドックス 
―互酬性をてがかりに―』 日本健康学会誌 
・地域包括ケア研究会報告書（2016）『菱 UFJ リサーチ&コンサルディング（平成 28 年度）』 
・内閣府（2012）『高齢社会白書平成 24 年度』 
・内閣府（2016）『高齢社会白書平成 28 年度』 
・中嶌洋（2015）『初学者のための質的研究 26 の教え』 医学書院 
・永田祐（2013）『住民と創る地域包括ケアシステム』 ミネルヴァ書房 
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・文化庁（2016）『平成 28 年度宗教年鑑』 
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